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　 荒 井章 三先 生 に私 が最 初 にお 目 にかか ったの は、1978年 の夏 、 ドイツのハ

イデルベ ル クの学生 寮 にお い てで した。先 生 は松 蔭 か らの在外 研 究 で この大

学 町 に来 られた所 で した。私 の方 も留 学生 と してち ょう どこの 町 に来 たばか

りで、 いずれ も宿探 しの途 中 に偶 然 同 じ学 生寮 の お世話 にな った とい うわ け

です 。 この荒井 先生 との 出会 い は、私 の入 生 に とって の一大 事件 で あ ったの

です が、 この こ との詳細 につ いて は別 の機 会 に書 かせ てい た だ くと して、当

時 、先生 はG・ フ ォ ン ・ラー トの2巻 か らなる大 著 『旧約 聖書神 学 』 の翻訳

に没頭 してお られ 、 日本 か ら送 られ て きた大量 の 印刷 ゲ ラ に朱 を入 れ られて

い た よ うに記憶 して い ます 。言 う まで もな くフ ォン ・ラー トは、20世 紀 を代

表 す る旧約 学者 で あ り、そ の影響 は神 学者 の みで は な く、 ポー ル ・リクール

の解釈 学 に まで も及 んでい る ような大 家 です。私 は大 学 院生 時代 に この難解

な 『旧約 聖書神 学』 の ドイ ツ語 の原書 を図書館 で見 つ け、英訳 と突 き合 わせ

なが ら、文 字通 り必 死 で解読 した ものです 。実 際 に私 が読 んだ の は、 そ の一

部 だ けで あ ったの です が、 それ を全 部訳 し終 え られて まさ に出版 され よ う と

してい る先輩 を地 球 の裏 側 で 目の 当 た りに して、 「これ ぞ天 の配 剤」 と思 わ

ず に はい られ ませ んで した。

　 その後 、荒井 先生 とは神 戸松 蔭 で25年 間 にわた って、 ま さに兄弟 の よ うな

交 わ りを させ てい た だ くこ とにな りま した。 その ため に先 生 の学 問的業 績 に

つ いて述べ る とな る と、 これ を客 観 的 に述 べ るこ とは不 可能 で どう して も体

験 談 の ように なって しま うこ とをお許 し下 さい。先 生 の初 期 の翻訳 に同 じく

フ ォ ン ・ラ ー トの 『旧約 聖書 の様 式 史 的研 究』(1969年)が あ ります。 こ こ

に収 め られ た フ ォン ・ラー トの諸論 文 は、研 究 史上 きわめ て重 要 な もの ばか
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りで、前 述 の旧約 聖書神 学 の下地 を形成 す る もの です。 この書 物 は、 や は り

私が 学生 時代 に表紙 が す り切 れ るまで繰 り返 して読 み ま した。現在 か ら見 ま

す と、 どの論文 に も批 判 すべ き所 が多 くあ りますが 、聖書 学 を志す もの の必

読 書 であ る点 は変 わ りませ ん。 プ リ ンス トン大 学 の政 治 学 者M・ ウ ォー ザ

ー著 『出エ ジ プ トと解放 の政治学 』 の翻 訳(1987年)は 、 出エ ジ プ ト物 語が

ヨー ロ ッパ の市 民革命 時代 の政治 思想 に どの ような影 響 を与 えたか を論 じる

名著 です(評 論 家 の加藤 周 一が新 聞 な どで紹 介 した こ と もあ ります)。 聖 書

の い わ ゆ る影響 史(Wirkungsgeschichte)に 関 す る書 物 で す が、 当 時 は 日本

の学界 で は影響 史 の発 想 は 目新 しい もの で した。 この ような分 野 に も視 野 を

広 げてお られ た こ とは、荒井 先生 の教養 の広 さや深 さ と無 関係 で は ないで し

ょう。 この ウ ォーザ ーの著作 は、私 が 出エ ジプ ト記 関連 の講義 をす る ときに

は いつ も参考 に して い ます。 その他 、数 多 くの翻 訳書 か ら他 に注 目すべ き も

の を挙 げ ます と、 まずK・ コ ッホ の 『預 言者1』(木 幡 藤 子 氏 との共 訳)が

あ ります 。 この書物 の意 義 につ いて は、近年 の学術 論 文 で繰 り返 し引用 され

て い る こ とか ら明 らか です(私 もそ の一 人 です)。 ユ ダヤ人哲 学者 マ ル テ ィ

ン ・ブーバ ーの名著 『モ ーセ』 の翻訳 につ い て は、書評 を書 かせ てい た だい

た こ とが あ ります ので ここで は省 略 します(『 福 音 と世界 』2003年2月 号)。

　 後 にま とめ ま した先生 の 主要業績 か ら も明 らか な よ うに、大 量 のす ぐれ た

翻訳 書 に、荒井先 生 の研 究者 と して の本 領 は十分 に発揮 され てい る と思 い ま

す。研 究論 文(聖 書注 解 を含 む)の 点数 は多 い とは言 えない か も知 れ ませ ん

が、 もち ろんそ れは あ くまで も翻訳 や監 修 、啓蒙 的 な著作 な どの業 績 に比 較

しての話 です。 どの論 文 も ドイツの 旧約 学 の主流 を形成 す る歴 史的批 判 的 な

方 法 が基盤 とな ってい ます。 この中 に は、実 に荒 井先 生 ら しい、慎 ま しや か

な表情 を して い る もの の私 た ち後続 の研 究者 に とって は、色 々 と教 え られ る

とこ ろの多 い論 考 が い くつ か あ ります 。例 えば 「〈わ た しの父 の神 〉 とヤハ

ウェ」(1980年)は 、研 究 史 上 きわ めて重 要 な意味 を持 つ アル プ レ ヒ ト ・ア

ル トの学説 に よ りなが ら族 長 た ちの信 仰 を宗教 史 的 に明 らか に した ものです。

旧約 学 の主流 派 に対 して批判 的 な立場 を とる もの もあ ります 。例 えば 「イス

ラエ ル脱 出共 同体 の辺境 性」(1986年)は 、ヤハ ウェ宗教 の担 い手 を社 会 史
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的 な観 点 か ら考 察 した もので、 旧約 の歴史 書 の解 釈 に新 しい視 点 を持 ち込 ん

で い ます 。 ここで は有名 な メ ンデ ンホ ール仮説 につい て実 に手際 よ くそ の全

体 像 が明 らか に され てい ます。 この メ ンデ ンホ ール仮 説 は、 す で に関根 正雄

な どに よって紹 介 され高 く評価 され て はい ま したが 、 たい てい の 日本 の研 究

者が分 か りや す い とは言 え ない メ ンデ ンホ ールの論 文 を実際 に丁 寧 に読 んで

い たの か どうか きわ めて怪 しか った もの です。 この意味 で これ は後 学 にはた

いへ んあ りが たい論 文 で、私 も 「パ レス チナ の土 地」 に関す る極 め て現代 的

な問題 を論 じるに際 して使 わせ てい ただ きま した 。

　 以 上 の よ うに荒井 先生 の学 問 的業績 につ い て簡単 に ま とめ させ てい た だい

た訳 です が、最 後 に一言付 け加 え させ て い ただ くこ とが あ ります 。そ れ は、

本 学 が継続 して収集 してい る 「ユ ダヤ学」 関係 の資料 につい てで す。す で に

故 人 とな られ た森 田雄三 郎先 生 との共 著 『ユ ダヤ思想 』 や マル テ ィ ン ・ブー

バ ーの著書 『モ ーセ』 の翻訳 出版 が物 語 って い る よ うに、荒 井先生 は、 キ リ

ス ト教神 学 の枠 を越 えた ところでのユ ダヤ思想全 般へ の強 い関心 を示 してお

られ ます 。学 問 と しての 「ユ ダヤ学」 はホ ロ コース トに よって一旦 は ほ とん

ど消 滅 して しまい ま したが 、特 に20世 紀末 か らイス ラエ ル、 ア メ リカ合 衆 国、

ヨー ロ ッパ 諸 国 な どを中心 に世界 的 な規模 で その復 興 が な され てい ます 。 こ

の分 野 の文献 は、我 が 国で は大 阪大学 な どで もか な り収 集 され て きま した し、

昨年 か ら同志社 大学 に 「ユ ダヤ学」 研 究室 も生 まれて い ます 。 しか しなが ら、

私 の知 る限 り、本学 ほ ど組織 的 にこの分 野 の文献 を収 集 して きた研 究機 関 は

我 が 国 に見 当た りませ ん。 これ は研 究 者 としての荒 井先 生 に 「先見 の明」 が

あ っ たか らこそ可 能 であ った ことだ と思 い ます 。 この宝 の 山 を今後 の研 究 に

生 かす こ とが 、後学 の使命 であ る と確信 い た します 。

　 荒 井章 三先 生 の内外 にお け る ます ます の御 活 躍 を祈 願 しつつ、 この論 集 を

御 退任 記念 号 とさせ てい ただ きます。

　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 2007年1月30日
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